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ヲ呈セルー忠者ェ治療ノ目的ニー側たGi\\I之氏辺川 'i•恒争lJ離除去ヲ試ミタ Jレェ＇ ~tfiit:f後ノ症





更＝家兎ノ－ow大脳皮＇l'iノifil!]j}JI f lj-jif；；利離l邸主スルモ民主J側ノ上下l氏ユ fnJ ＇＞；.~ノ随意運動
障碍ヲ｝包サぐルノミナラスl腔反射エモ亦異常ヲ：＊サズ。斯ノ如クi;)J物ガ下等ナJレ＝従ヒ大
脳！文民制離ノ影響ガ愈々僅小トナルコトハIリjカ＝シテ、 －vz＝.た脳ア有セザル下等運動＝於
テハ！悦州1筒休ガ知豊中恒7司リパ’）j［＇民泊ガ i互助ifJ; i~~ ナルコトハ比r,·<Wt刊製ノ辻ユル所ナリ。
又一Jl説明佐｛波主セヌレタル皮ni辺助中川市町胞ユ再生機体ノ jj( ヘェ坦リ能ザルコトモ凶＆＿ I~
IU凡 日本外科書官 lぬ第七巻第五，六蛾
理製ノ~·士ユル所ナリ。
斯カル事賓ヲ総合方訟スル日ト、人 Ill!~~ ＝－焼ノ虫fl キ高等監物＝於テ大脳皮質運動ψ椀ガ年lj
離除去セラレタル後ニ時ピ忠肢＝随意、運動ノHI現スルコトハ錐悼路外運動中概ナル＊JiHU：輯
ガム；ニ代償シテ随意運動ア替ミ得ル＝五リシモノト理解スルカ或ハ叉反主J側）（脳皮質運動










血量 ノ多量ナルモノ程凹肢ノ遁勤快Hiモ閤維＝シテ途＝全然快復セザルモ Y アルヲ見ル
ハ、首！.：：.之ヲ必一偶蹄ノミノ完全店附カ’永久＝快iuセザJレモノトシテハ解説シ能ハザ）1.-所ナ





遁 カ日 J I 絡
（抄銭ハポ.j¥1jtェアリ）
遺 加 ？名 HI 前 積
（同 J~. 
21.念性膿胸ノ治療及t:器具供覧 大flJ,( 『： Ii母 繁 雄
:.2：性微n~u ノ jかめ法トシテハ既ニ frT［々ナル治療法アリト雌モ向ホ Hi；々ナル快陥アルヲ以テ
改良ノ絵地多々アル事ヲ！；？ズ。 余ハ岩永教授ノ改良~fr·i'i＇・針ヲ以テ穿刺排膿シ之＝護諜管ヲ
連結シ、 ｛）＞；－ ノ巧案＝ヨル市i1'了・製有機排腿ゲ：＇ =-j_th結シテビユーロ｛氏式ノ ；~u ク＝シ議腿脱＝
謹i実質ーテ誘導セシムル叫ハピユーロ｛氏式ヨリ完全＝シテ且ツ簡＼＇ i＝治療ノ Il的7逮ス。
22，平霊開f旬術エヨ）［.結縁性肋膜炎ノ治療法 』.；~都）j接 i良 修
日JJ脱会II＇’1i ＝立リ無数ノ定型的結版節ア Jレ法IH性ij}J~~i炎＝！J シテ、：；p.~~開胸11~r ヲ行ヒ全治















乳腺臆場特ユ乳桶或ハ胸壁！毘J/Jj；＝於テ、浸1問度ガ強度ノ r~ メ胸壁ノー古II ヲ切fl余シナケ
レパナラナイ場合、ゾノ後ノ｛侠境部ノ有1充＝囚維ヲ感ジテ、可成リエ手術操作ヲ控へナケ
レバナラナイ事カ企，，アツテ、或ル人ハ計lJ最l¥:7' H14 1J , !.'xハ筑房移植術ヲ行 7タリシテ、ソ
レヲ補フテ居ルノデアルガ、我々ハ前述ノ様＝筋膜ア以テ之レヲ有lフ事＝成J.j）シク。サリ
ナガラ胸壁ノ般国部ヲ布lプニ筋脱ヲ以テシタ治以？例ハ今迄ェ、 ドイツ、ロシア等デ既＝桜
















ヒタル後、前側粘膜唐ヲ Schmi e< 1en氏法ニヨリ箱入縫合法ヲ行フ。






























毎生 '"l ’b  11 
ズルエ従ヒ減少ス。 jj'I} シテ男子ハJJ...－ ~r ＝－比シ頗ル多グソノ比2i'if.J ；）ナ人
『品製積症ノ：設生部位ハ迦盲腸部＝多ク 70ヌj-:i 示シ、引＝小児＝於テハソ J 過＇I三数ヲ 1－~l ム。
本続 ~j:i急：性ノ経過ヲ政ルモノ多数＝シテ慢性症ハ比較的少ク :2 ：~：＼J；； ヲ示シ‘ 9；.｛；＝－ 乳小児
＝於テハ碕＂fjエシテ年齢ト共ェL官力1ス。







忠者ハ満 1 ヶ月ノ男乳児＝シテ II舟，市普通ノ：~II ク股浮セルモ、ゾノ断端ユ「ポリーフ・」ヲ遣
時シ、主長々増大スル傾向アリシツ斗テ、本年4月3目、之ガ結:M-ヲ交ケタル＝ソノ根苦I＝－痩
孔ヲ形成スル＝－－，七レリ。41']4日摩IJシク沸泣ヒシェ，5日朝＝至リ礎孔ヨリ腸管j陀HIア開始シ．
4時間半＝シテキングノ所謂鎚形腸ヲ作ν 上レおi！~検 11: ＝－依リ テ脱出ノ JU＇態ヲ詳争IH ＝－観察

































(Obei叫ノ Spnnu!u1gspne -mnperitone!un及 SchnitzlerGasperi toneum等） l 3ヲ




















































































既往症 生来1iWt~上年ノ l羽誤ツテ i11f 巾＝＝－ ffh存シ~Ji脅II ニ外傷ヲ受ケタル外著庖ヲ知ラズ。
イ~~ハ幼年ノ頃ヨリ護病漸弐増大シテ今日＝至ル、殆ンド70年間排便時或ハ歩行運動ノ場
合ニ於テ紅門耽/l＼シ＇ :jl，：ノi都度自身之ヲ納ムルヲ常トセシガ、｜台j々 自分＝於テ還納向来ザ
E襲 令 7]0 
ル事アリテ暫師＝就テ還納ノ術ヲ受ケシ事三四回アリ。設10数年以前ヨリハ紅門知約筋モ































































ノ ~f~ キ flll"'l ＝－幾度塗布シテモ此ノ！支lを：ガ起ラナイ。叉タ共ノ膨陛シタ部分＝持繍シテ塗布



































自民ヲ容易ナラシムル f ミナ ラス号色度成、立ト.＝＝－重大ナル意義アルモノナリ、









































等ハ脂葬拐、，E身者＝ハ手術前共ノ O~h卜ノ細菌感染ノ有無ヲ検シ若シ病原性絢ni1 ノ偽：染ア JI.­
場合＝ハ直チユ常設車fl催i ヨリ q;rj 努I：琵疫－；i:: ラ＇ ~Jl,j製シ此ガ内服ア行ヒ手術＝先チ粒倒的ニ訪微











ヒ重大ナル地位ヲ r~ ムルモノナリト f,1 ス n











( 4）牛歩L来種油（キユツトネルノ！左方） (5）オレーフ油 （6)ij~~子油（7）肝油（8）冷水 （9 ）微












ルヲ日月＝ シ‘ コハ恐ラク大IW運す~~－， · ~r:: ずで尺『人J·f;I'. ＝介ヰi；ス ）J.,；・！’走制？経ヲ刺戟シコレガトC、
性 ＝ in（浮セラ レ、引イテ J卜『！＇. ご＇Tjf ＇•ヲ尤；fr' ス ）J., モノナラ ン ト f 論セリ。
40，図書評症跡、ヲ伴れザJL.~1急性腔弘二就イテ 大阪奥村 -m・ ＝郎
際平J生／1J ニ府！ス ）J.,~安説ハ、古来ヨリ数多報告サレタル所ナレドモ、西麻1892年ナウ＝ー
ンJn肘I・欝滞、臓道炎筒詩生シ、毛穴イデアシヨフ・パックマイステル両氏ニヨリ、炎筒性






















又ハ｜剖J度f1J可後IJ'QI日炎＝腸'li'＝－ι接ノ機村的判椛＇l)111へ Jv等＝ヨル腸＇！~’／{u]1J草 ＝－ 1'1 スル IJ要溜1i1.:11
酔ノ影響＝就キ；主n；~的問：究ヲ行ヒ、’／~・hJ＇ほ； （立腰注l,j.~（門事ハ常＝著明ナ Jv収作運動克也ヲ惹起
セシムル事ア認メタリ n 而シテ誌が金持ハ脊諸佐内＝注入セヲレタJvl,:.;c附5たエヨリ或ハ也佐
=. 1 '-J岐交 I~ぷ ·fi~i経ヲ或ハ少ナクモllJH妄＝共交通れ7 』1:11何事セシメ、間運動.:JJIJ!IJIJ~r[1経ナル r''l蹴交
！神経停泊ヲ遮陸「Iシ且ツ他方＝於テ腸運動jirj1!f:'i~ ナル；主定1i11J1経ノ作JH ヲ向！｜トナラシム~；ナル
ベシト論~セリ。更＝－M瓦ーハ骨捺諸j （立 J•J)!.JU r,;:1,'P ＝－ 陥 i'jミスル危積症ij}~ ナル血堅降下並ニ呼吸




























要スルェ， l. Mole酔力優秀ナ結 2副作f1]、局所ノ障害ノナイ鮎 ：~.泊ぷノ fi¥J草ナ賠＝就
テハ従米ノ局所前酔葉＝比シ何等ノ遜色ナクムシロ優テ店リマス。局所・ュ封スル作Hi其他
ハ目下動物試験中ヂアリマスノデ他日投夫ノ機ガアルト｛・ジマス。

































U：~rn ニ作フ全身j又 i.f;齢、p古 F全ク之ヲ認メス．只償法ノ病竃l司.＝ I主人シタ ル場合＝於テ表司
性ノ充n.1-• --a:i＇・ 3と~~（ ノ地進スルコトアルモ共後ノ注射間隔＇／·＇ /IJ.＝延長スル時ハ漸次











f.'1J本質駒＝於テ ）.，： :, !: ( fylJヘペl乃（＇.d:J.ト・.＂，（！j：クハO.lcdスI・.）ヲHJ7 Jレハ概シテ池宮ナラ ス。
又注射i品i隔ハ短キヨリモ永キ方病竃＝好影響ヲ奥ヘタルコトア痛感シタリ。（QIJチ隔LI注射
ヨリモ第4日又ハ第5日第l日目＝注射スルガ如シ）








共i血症症＝際シ、弘常，~Jl-IJ庶 I入·J .＝悠JIシ雄キ場合アルヲ以テ余ハ是カ阜’とn~1 ＇~i.\\l{JIJ ヲ企テ、家





2分ノ l乃至5分ノ15＇示スモ概シテ前者ニ於テハ共排 J世ハ漸進的ユ f－＿昇シ且ツ次第＝下降















































































必須ノ要件＝シテ、コレエヨ I), ii3~ ヲー居確定シ、 fil)；脈ノ航態（閉謀、側副血行如何、切
断I等）ヲ［児ラカニシソ Jif1W／えヒ強後＝決定的判断ヲ拠へ何テ、犬モ合現的＝治療方針定
メ作・ルモノナリト結論セリ。 c r’Ht') 
52.腰薦交感神経節獄索切除、腹鴎外術式ニ就テ 京都 水 口 w: 





























要スル＝今後腰薦交＇，；＼（ 1ir!1粧日切除術ハ原則jトシテゾ J 大多数＝於テ山j~：外術式＝ヨリテ
コソ施行サルベキノ至首ナルヲ弧訓スルモノナリ。（自抄〕
53.子宮及ビ輸卵管ヲ内容トセJL.「へJL.二ヤ」ノー例 京都故 ＿，＿、’1 ,, 護
~~1,·1：ハ甚ダ干希イ子ナル民自．ナリ。公ハ最近共ノ I:J.＝：.泡遇セルヲ.L:J,、テ弦＝之レヲ根台ス。








ク癒着セリ。「へルニヤ」内容ハ子宮全部ト k_l活l~.ljlrJ咋ナリ。了J宮ハ：Jl~ ノ底部ガr"J 作ノ尖端ト
1i.t リ、共ノ大サハ柑々小ナル観アルモ、中台卵管ト共ユ病的建化ノ認ムベキモノ 1！！~ク．共ノ
催整i気シテ術ヲ格レリ。術後ノ経過ハ良好ユシテ第1期癒合ヲ営ミテ全治セリ。
